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(57)【要約】
【課題】　従来、ヒートポンプと、燃焼機を組込み、こ
の機器を、選択的に使用することで、省エネルギーの向
上と、着霜回避（暖房連続運転を確保）等を意図する発
明が散見される。しかし、この発明は、着想の領域に留
まり、実効性に問題を抱えている。
【構成】　本発明は、ヒートポンプの稼動時に、センサ
が外気温を検知し、センサが、所定の温度以下を検知し
た場合、ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐れがある
ことを検知した場合、暖房機を可動し、煙突に排気され
た排熱と、外気との熱交換を介して、外気を暖気に変換
し、暖気を、室外機に送風し、着霜防止とヒートポンプ
の連続運転を介して、燃料の効率化、並びにＣＯ２削減
を図り、ヒートポンプの連続運転を荷担し、ハウスの室
温を、所定の温度に維持する構成としたハウス内の暖房
制御方法。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、この暖房機の入り切りを選択的に使用し
て、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、このハウスの室温を、所定の温度に維持す
るハウス内の暖房制御方法であって、
　このヒートポンプの稼動時に、センサが外気温を検知し、このセンサが、所定の温度以
下を検知した場合、及び／又は、当該ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐れがあること
を検知した場合において、前記暖房機を可動し、この煙突に排気された排熱と、外気との
熱交換を介して、この外気を暖気に変換し、この暖気を、瞬時かつ短時間、前記室外機に
送風し、着霜防止とヒートポンプの連続運転を介して、燃料の効率化、並びにＣＯ２削減
を図りつつ、前記ヒートポンプの連続運転を荷担するとともに、前記ハウスの室温を、所
定の温度に維持する構成としたハウス内の暖房制御方法。
【請求項２】
　請求項１に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記暖房機の暖気を、煙突と、前記室外機の間に、ファンを備えたダクト及び／又は熱
交換筒体を設け、このダクト及び／又は熱交換筒体を介して、ヒートポンプの室外機に送
る構成としたハウス内の暖房制御方法。
【請求項３】
　請求項２に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記ダクト及び／又は熱交換筒体に、シャッターを設ける構成としたハウス内の暖房制
御方法。
【請求項４】
　ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、この暖房機の入り切りを選択的に使用し
て、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、このハウスの温度をコントロールするハウ
ス内の暖房装置は、
　この暖房機の煙突を、このハウス外に延設し、この煙突に、隙間を置いて熱交換筒体を
設け、この熱交換筒体の一方に外気吸込口と、ファンを設け、また、この熱交換筒体の他
方にダクトを設け、このダクトに開閉自在のシャッターを設けた構造とした、煙突を流れ
る排熱と、前記熱交換筒体を利用した、前記室外機の着霜防止機構と、
　また、前記室外機の近傍に設けた温度センサ、この室外機の温度センサ、又はガス圧セ
ンサ等のセンサを介して、前記暖房機の入り切りを制御する制御回路を備えた暖房機の入
り切りを選択的に使用し、ハウスの温度のコントロールをする機構と、
　で構成したハウス内の暖房装置。
【請求項５】
　このヒートポンプの稼動時に、センサが外気温を検知し、このセンサが、所定の温度以
下を検知した場合、及び／又は、当該ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐れがあること
を検知した場合において、前記暖房機を可動し、また、ハウスに設けた熱交換器を介して
、外気との熱交換を介して、この外気を暖気に変換し、この暖気を、瞬時かつ短時間、前
記室外機に送風し、着霜防止とヒートポンプの連続運転を介して、燃料の効率化、並びに
ＣＯ２削減を図りつつ、前記ヒートポンプの連続運転を荷担するとともに、前記ハウスの
室温を、所定の温度に維持する構成としたハウス内の暖房制御方法。
【請求項６】
　ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、この暖房機の入り切りを選択的に使用し
て、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、このハウスの温度をコントロールするハウ
ス内の暖房装置は、
　このハウスに設けた熱交換器の一方に設けたファン及び／又は外気吸込口と、この外気
吸込口を、当該ハウス外に延設し、また、熱交換器の他方に設けたダクトを、前記ヒート
ポンプの室外機に連設し、このダクトに開閉自在のシャッターを設けた構造とした、前記
ハウス内の暖気と、前記熱交換器を利用した、前記室外機の着霜防止機構と、
　また、前記室外機の近傍に設けた温度センサ、この室外機の温度センサ、又はガス圧セ
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ンサ等のセンサを介して、前記暖房機の入り切りを制御する制御回路を備えた暖房機の入
り切りを選択的に使用し、ハウスの温度のコントロールをする機構と、
　で構成したハウス内の暖房装置。
【請求項７】
　請求項１、又は請求項５に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記暖房機及び／又はヒートポンプの運転制御と、センサに略５℃～略７℃の温度幅で
設定した温度を、制御盤にインプットし、この制御盤の指令で、前記運転制御を、決定す
る構成としたハウス内の暖房制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の効率化、かつＣＯ２削
減を図る構成としたハウス内の暖房制御方法と、その装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ヒートポンプと、暖房機、地中熱、他の熱源を選択的に使用して、燃料の効率化
、かつＣＯ２削減（ＣＯ２の発生抑制）を図る構成としたハウス内の暖房装置は、昨今、
地球環境の維持（地球の生態系の維持）と、又は石油燃料の高騰を背景として、重要性が
増し、かつ最も、必要不可欠の条件である。そこで、近年、脚光を浴びているのが、ヒー
トポンプと、暖房機、地中熱、他の熱源を選択的に使用したハウス内の暖房用のハイブリ
ットヒートポンプ（以下、ヒートポンプとする）である。この種のヒートポンプの採用に
より、前述した地球環境維持と、ＣＯ２削減に有益であり、殊に、我が国には、解決しな
ければならない課題である。
【０００３】
　また、このヒートポンプを採用するにあたり、後述の問題が課題となる。例えば、ヒー
トポンプの連続運転を確保し、ハウス内の温度を、作物に最適な状況を維持しつつ、燃料
消費の効率化、また、ＣＯ２削減を達成することと、また、この連続運転を可能にするた
めに、室外機への着霜防止を図ること等の解決が挙げられる（所期の目的を達成する）。
【０００４】
　このような面倒な要望と、その問題を解決するための方法を、先行文献と対比しながら
説明する。文献（１）は、特開昭５５－７５１５０号の「ヒートポンプ式空気調和機」で
ある。この発明は、ヒートポンプと、燃焼機を組込み、この機器を、選択的に使用するこ
とで、省エネルギーの向上と、着霜回避（暖房連続運転を確保）等を意図する。しかし、
この発明は、明細書の第６欄に示されているように、外気温が高いときには、着霜がない
熱出力の高いヒートポンプによる暖房運転を行い、逆に外気温が低いときには、ヒートポ
ンプによる暖房運転を中止し、燃焼器のみによる暖房運転を行う構造である。しかし、こ
の外気温が低いときに、ヒートポンプによる暖房運転を中止することで、ヒートポンプの
連続運転が行えず、ヒートポンプの本来の能力を発揮できず、燃料等の有効利用が図れな
い等の問題がある、と考えられる。また、文献（２）は、特開平５－３３６８４７号の「
施設園芸用温室の暖房方法」である。この発明は、外気温の最低値を基準に計算し、熱量
の負担割合を、ヒートポンプに対し燃焼部を１～３とするとともに、一日を複数の時間帯
に分離し、かつ設定温度を定めて、運転制御する構造であり、暖房の効率化と、省エネル
ギーを図りつつ、これらの動きを、自動制御することを意図する。しかし、この発明は、
施設園芸用温室を暖房することを目的としており、室外機の着霜を防止する構造について
の記載がなく、室外機が着霜した場合は、デフロスト運転を行う必要が生じ、文献（１）
と同様に、ヒートポンプの本来の能力を発揮できず、燃料等の有効利用が図れない等の問
題がある、と考えられる。
【０００５】
【特許文献１】特開昭５５－７５１５０号
【特許文献２】特開平５－３３６８４７号
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　前述した如く、文献（１）と、文献（２）は、それぞれ問題点があることから、その改
良が臨まれる処である。
【０００７】
　上記に鑑み、本発明は、外気温の実測値を基準とし、かつ現実に即した、ヒートポンプ
と、暖房機を選択的に使用して、燃料の効率化、かつＣＯ２削減を図る構成としたハウス
内の暖房装置を提供する。これにより、下記のような特徴が発揮できる。
［イ］　　室外機の着霜を、暖房機の煙突からの排熱を有効利用し、排熱の有効利用を図
り、かつ省エネルギーの達成と、ＣＯ２削減を図る構成とする。……請求項１～請求項４
、請求項７
［ロ］　　従来の器材、装置の利用を図り、設備投資を略ゼロとする。……請求項１～請
求項４、請求項７
［ハ］　　熱交換器とハウス内の暖気を利用し、室外機の着霜防止と、熱の有効利用を図
り、かつ省エネルギーの達成と、ＣＯ２削減を図る構成とする。……請求項５～請求項７
［ニ］　　少なくとも、外気温と、作物の温度を特定し、この温度を基準として、ヒート
ポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の効率化、かつＣＯ２削減を図る。……請求
項１～請求項７
［ホ］　　所定の箇所へのセンサ設置で、外気温と、ハウス内及び／又は作物の温度を検
知し、この検知温度を基準として、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の
効率化、かつＣＯ２削減を図る。……請求項１～請求項７
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、前記［イ］、［ロ］、［ニ］、［ホ］の効果を意図する。
【０００９】
　請求項１は、ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、この暖房機の入り切りを選
択的に使用して、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、このハウスの室温を、所定の
温度に維持するハウス内の暖房制御方法であって、
　このヒートポンプの稼動時に、センサが外気温を検知し、このセンサが、所定の温度以
下を検知した場合、及び／又は、当該ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐れがあること
を検知した場合において、前記暖房機を可動し、この煙突に排気された排熱と、外気との
熱交換を介して、この外気を暖気に変換し、この暖気を、瞬時かつ短時間、前記室外機に
送風し、着霜防止とヒートポンプの連続運転を介して、燃料の効率化、並びにＣＯ２削減
を図りつつ、前記ヒートポンプの連続運転を荷担するとともに、前記ハウスの室温を、所
定の温度に維持する構成としたハウス内の暖房制御方法である。
【００１０】
　請求項２の発明は、請求項１の目的を達成すること、この目的を最高に達成するために
、開閉自在のダクト及び／又は熱交換筒体を利用したハウス内の暖房制御方法を提供する
こと等を意図する。
【００１１】
　請求項２は、請求項１に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記暖房機の暖気を、煙突と、前記室外機の間に、ファンを備えたダクト及び／又は熱
交換筒体を設け、このダクト及び／又は熱交換筒体を介して、ヒートポンプの室外機に送
る構成としたハウス内の暖房制御方法である。
【００１２】
　請求項３の発明は、請求項１の目的を達成すること、この目的を最高に達成するために
シャッターを設けたダクト及び／又は熱交換筒体を利用したハウス内の暖房制御方法を提
供すること等を意図する。
【００１３】
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　請求項３は、請求項２に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記ダクト及び／又は熱交換筒体に、シャッターを設ける構成としたハウス内の暖房制
御方法である。
【００１４】
　請求項４の発明は、前記［イ］、［ロ］、［ニ］、［ホ］の効果を意図する。
【００１５】
　請求項４は、ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、この暖房機の入り切りを選
択的に使用して、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、このハウスの温度をコントロ
ールするハウス内の暖房装置は、
　この暖房機の煙突を、このハウス外に延設し、この煙突に、隙間を置いて熱交換筒体を
設け、この熱交換筒体の一方に外気吸込口と、ファンを設け、また、この熱交換筒体の他
方にダクトを設け、このダクトに開閉自在のシャッターを設けた構造とした、煙突を流れ
る排熱と、前記熱交換筒体を利用した、前記室外機の着霜防止機構と、
　また、前記室外機の近傍に設けた温度センサ、この室外機の温度センサ、又はガス圧セ
ンサ等のセンサを介して、前記暖房機の入り切りを制御する制御回路を備えた暖房機の入
り切りを選択的に使用し、ハウスの温度のコントロールをする機構と、
　で構成したハウス内の暖房装置である。
【００１６】
　請求項５・６の発明は、前記［ハ］、［ニ］、［ホ］の効果を意図する。
【００１７】
　請求項５は、このヒートポンプの稼動時に、センサが外気温を検知し、このセンサが、
所定の温度以下を検知した場合、及び／又は、当該ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐
れがあることを検知した場合において、前記暖房機を可動し、また、ハウスに設けた熱交
換器を介して、外気との熱交換を介して、この外気を暖気に変換し、この暖気を、瞬時か
つ短時間、前記室外機に送風し、着霜防止とヒートポンプの連続運転を介して、燃料の効
率化、並びにＣＯ２削減を図りつつ、前記ヒートポンプの連続運転を荷担するとともに、
前記ハウスの室温を、所定の温度に維持する構成としたハウス内の暖房制御方法である。
【００１８】
　請求項６は、ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、この暖房機の入り切りを選
択的に使用して、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、このハウスの温度をコントロ
ールするハウス内の暖房装置は、
　このハウスに設けた熱交換器の一方に設けたファン及び／又は外気吸込口と、この外気
吸込口を、当該ハウス外に延設し、また、熱交換器の他方に設けたダクトを、前記ヒート
ポンプの室外機に連設し、このダクトに開閉自在のシャッターを設けた構造とした、前記
ハウス内の暖気と、前記熱交換器を利用した、前記室外機の着霜防止機構と、
　また、前記室外機の近傍に設けた温度センサ、この室外機の温度センサ、又はガス圧セ
ンサ等のセンサを介して、前記暖房機の入り切りを制御する制御回路を備えた暖房機の入
り切りを選択的に使用し、ハウスの温度のコントロールをする機構と、
　で構成したハウス内の暖房装置である。
【００１９】
　請求項７の発明は、請求項１、請求項５の目的を達成すること、この目的を最高に達成
するために作物に最適な制御盤を提供すること等を意図する。
【００２０】
　請求項７は、請求項１、又は請求項５に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記暖房機及び／又はヒートポンプの運転制御と、センサに略５℃～略７℃の温度幅で
設定した温度を、制御盤にインプットし、この制御盤の指令で、前記運転制御を、決定す
る構成としたハウス内の暖房制御方法である。
【発明の効果】
【００２１】
　請求項１の発明は、ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、暖房機の入り切りを
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選択的に使用して、ヒートポンプの室外機の着霜防止と、ハウスの室温を、所定の温度に
維持するハウス内の暖房制御方法であって、
　ヒートポンプの稼動時に、センサが外気温を検知し、センサが、所定の温度以下を検知
した場合、及び／又は、ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐れがあることを検知した場
合において、暖房機を可動し、煙突に排気された排熱と、外気との熱交換を介して、外気
を暖気に変換し、暖気を、瞬時かつ短時間、室外機に送風し、着霜防止とヒートポンプの
連続運転を介して、燃料の効率化、並びにＣＯ２削減を図りつつ、ヒートポンプの連続運
転を荷担するとともに、ハウスの室温を、所定の温度に維持する構成としたハウス内の暖
房制御方法である。
【００２２】
　従って、請求項１は、下記の効果を達成できる。
［イ］　　室外機の着霜を、暖房機の煙突からの排熱を有効利用し、排熱の有効利用を図
り、かつ省エネルギーの達成と、ＣＯ２削減が図れる。
［ロ］　　従来の器材、装置の利用を図り、設備投資の略ゼロとなる。
［ニ］　　少なくとも、外気温と、作物の温度を特定し、この温度を基準として、ヒート
ポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の効率化、かつＣＯ２削減が図れる。
［ホ］　　所定の箇所へのセンサ設置で、外気温と、ハウス内及び／又は作物の温度を検
知し、この検知温度を基準として、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の
効率化、かつＣＯ２削減が図れる。
【００２３】
　請求項２の発明は、請求項１に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記暖房機の暖気を、煙突と、前記室外機の間に、ファンを備えたダクト及び／又は熱
交換筒体を設け、このダクト及び／又は熱交換筒体を介して、ヒートポンプの室外機に送
る構成としたハウス内の暖房制御方法である。
【００２４】
　従って、請求項２は、請求項１の目的を達成できること、この目的を最高に達成するた
めに、開閉自在のダクト及び／又は熱交換筒体を利用したハウス内の暖房制御方法を提供
できること等の特徴を有する。
【００２５】
　請求項３の発明は、請求項２に記載のハウス内の暖房制御方法であって、
　前記ダクト及び／又は熱交換筒体に、シャッターを設ける構成としたハウス内の暖房制
御方法である。
【００２６】
　従って、請求項３は、請求項１の目的を達成できること、この目的を最高に達成するた
めにシャッターを設けたダクト及び／又は熱交換筒体を利用したハウス内の暖房制御方法
を提供できること等の特徴を有する。
【００２７】
　請求項４の発明は、ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、暖房機の入り切りを
選択的に使用して、ヒートポンプの室外機の着霜防止と、ハウスの温度をコントロールす
るハウス内の暖房装置は、
　暖房機の煙突を、ハウス外に延設し、煙突に、隙間を置いて熱交換筒体を設け、熱交換
筒体の一方に外気吸込口と、ファンを設け、また、熱交換筒体の他方にダクトを設け、ダ
クトに開閉自在のシャッターを設けた構造とした、煙突を流れる排熱と、熱交換筒体を利
用した、室外機の着霜防止機構と、
　また、室外機の近傍に設けた温度センサ、室外機の温度センサ、又はガス圧センサ等の
センサを介して、暖房機の入り切りを制御する制御回路を備えた暖房機の入り切りを選択
的に使用し、ハウスの温度のコントロールをする機構と、
　で構成したハウス内の暖房装置である。
【００２８】
　従って、請求項４は、請求項１の目的を達成できること、この目的を最高に達成するた
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めに、最適なハウス内の暖房装置を提供できること等の特徴を有する。
【００２９】
　請求項５の発明は、ヒートポンプの稼動時に、センサが外気温を検知し、センサが、所
定の温度以下を検知した場合、及び／又は、ヒートポンプの室外機の着霜発生の恐れがあ
ることを検知した場合において、暖房機を可動し、また、ハウスに設けた熱交換器を介し
て、外気との熱交換を介して、外気を暖気に変換し、暖気を、瞬時かつ短時間、室外機に
送風し、着霜防止とヒートポンプの連続運転を介して、燃料の効率化、並びにＣＯ２削減
を図りつつ、ヒートポンプの連続運転を荷担するとともに、ハウスの室温を、所定の温度
に維持する構成としたハウス内の暖房制御方法である。
【００３０】
　従って、請求項５は、下記の効果を有する。
［ハ］　　熱交換器とハウス内の暖気を利用し、室外機の着霜防止と、熱の有効利用を図
り、かつ省エネルギーの達成と、ＣＯ２削減が図れる。
［ニ］　　少なくとも、外気温と、作物の温度を特定し、この温度を基準として、ヒート
ポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の効率化、かつＣＯ２削減が図れる。
［ホ］　　所定の箇所へのセンサ設置で、外気温と、ハウス内及び／又は作物の温度を検
知し、この検知温度を基準として、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用して、燃料の
効率化、かつＣＯ２削減が図れる。
【００３１】
　請求項６の発明は、ハウスに、ヒートポンプと、暖房機を設置し、暖房機の入り切りを
選択的に使用して、このヒートポンプの室外機の着霜防止と、ハウスの温度をコントロー
ルするハウス内の暖房装置は、
　ハウスに設けた熱交換器の一方に設けたファン及び／又は外気吸込口と、外気吸込口を
、ハウス外に延設し、また、熱交換器の他方に設けたダクトを、ヒートポンプの室外機に
連設し、ダクトに開閉自在のシャッターを設けた構造とした、ハウス内の暖気と、熱交換
器を利用した、室外機の着霜防止機構と、
　また、室外機の近傍に設けた温度センサ、室外機の温度センサ、又はガス圧センサ等の
センサを介して、暖房機の入り切りを制御する制御回路を備えた暖房機の入り切りを選択
的に使用し、ハウスの温度のコントロールをする機構と、
　で構成したハウス内の暖房装置である。
【００３２】
　従って、請求項６は、請求項５の目的を達成できること、この目的を最高に達成するた
めに、最適なハウス内の暖房装置を提供できること等の特徴を有する。
【００３３】
　請求項７の発明は、請求項１、又は請求項５に記載のハウス内の暖房制御方法であって
、
　暖房機及び／又はヒートポンプの運転制御と、センサに略５℃～略７℃の温度幅で設定
した温度を、制御盤にインプットし、制御盤の指令で、運転制御を、決定する構成とした
ハウス内の暖房制御方法である。
【００３４】
　従って、請求項７は、請求項１、請求項５の目的を達成できること、この目的を最高に
達成するために作物に最適な制御盤を提供できること等の特徴を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　本発明の一例を説明する。
【００３６】
　以下、本発明の図面の説明をすると、図１は第一実施例であって、ヒートポンプと、暖
房機を選択的に使用し、煙突の排熱を有効利用する構造の模式図、図２は図１の他の一例
を示した模式図、図３はヒートポンプと、暖房機を選択的に使用する際の条件の一例を示
した模式図、図４は第二実施例であって、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用し、ハ
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ウス内に設けた熱交換器を有効利用する構造の模式図、図５は図４の他の一例を示した模
式図、図６は第三実施例であって、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用する際の条件
の一例を示した模式図、図７－１は、センサを利用した、図１の制御を示したフローチャ
ート、図７－２は、センサを利用した、図２の制御を示したフローチャートを示している
。
【００３７】
　最初に、図１～図３に示した第一実施例を説明すると、この第一実施例は、ハウスＡ内
の暖房装置を、ヒートポンプの室内機１と、暖房機２の入り切りを選択的に使用して、燃
料の効率化、かつＣＯ２削減（ＣＯ２の発生抑制）を図る構成としたハウスＡ内の暖房装
置であり、この暖房機２の煙突２００をハウスＡ外に配管する。そして、この煙突２００
を、間隔をおいて熱交換筒体５で囲繞するとともに、この熱交換筒体５とヒートポンプの
室外機１００を、ダクト６及び／又はシャッター６００ａを介して接続する。この熱交換
筒体５の外気吸込口５００と、排出側にファン７ａ、７ｂを設ける。そして、この熱交換
筒体５内には、外気吸込口５００を介して、外気及び／又はハウスＡの内気を吸込み、こ
の内外気と、煙突２００との排熱を介して、昇温し（熱交換）し、この暖気を生成し、こ
の暖気を、ヒートポンプの室外機１００に送り、着霜防止（デフロスト運転）を図りつつ
、ヒートポンプの室内機１の連続運転を可能とする。尚、ヒートポンプの室外機１００の
ファン１００ａを利用し、暖気を吸込む方式が、暖気の有効利用が図れて理想である。そ
して、このダクト６には、シャッター６００ａ（ダンパー）、又はシャッター６００ｂ（
ダンパー）を設けて、このシャッター６００ａは、熱交換筒体５内への内気の導入を図り
、暖気の生成の確実性と、又はシャッター６００ｂは、外気を導入し、このヒートポンプ
の室外機１００の冷却を図る。このシャッター６００ａ、又はシャッター６００ｂの開閉
制御は、ヒートポンプの暖房運転と、その冷房運転を、検知して行う。尚、ファン７ａは
、暖気を積極的に、ダクト６に送るための補助手段である。
【００３８】
　そして、この第一実施例では、次の条件で、
（１）　ハウスＡの近傍における外気温を、センサ８（温度センサ）で所定温度を検知し
た場合、例えば、略５℃～略７℃の温度幅で設定した温度において、略５℃以下を検知し
た場合、
（２）　そして、仮に、ヒートポンプの室外機１００の着霜発生の恐れを、センサ８（温
度センサ、ガス圧センサ、又は熱量センサ等のセンサ）で検知した場合、
　の双方か、又は一方の状態が発生した場合においても、暖房機２を、望ましくは、瞬時
かつ短時間可動し、煙突２００の排熱を利用して、室外機１００の着霜を回避するととも
に、ヒートポンプの室内機１の連続運転を図る。尚、ハウスＡ内の温度が、所定の温度よ
り、急激に低下した場合には、ハウスＡ内の暖房を行う。この操作で、ハウスＡ内の温度
の低下を回避し、作物に対する弊害回避、及び／又は、品質確保を図り、かつＣО２の削
減等の前述した所期の目的を達成する。また、前記の様に、所定の温度より、急激に低下
した場合、或いは、降雪、耐雨風時等の緊急時には、ヒートポンプと暖房機２を、同時に
稼動することもあり得る。
【００３９】
　また、ヒートポンプを夏季等の高温時に可動する際には、ヒートポンプの室外機１００
の冷却を、ファン７ｂ、１００ａの稼動し外気の利用、及び／又はハウスＡ内の冷気を利
用して、行うことも可能であり、ヒートポンプの連続運転を可能とすることか、又はその
ヒートアップ防止（圧縮機の過負荷防止）、更には従来の圧縮機の過負荷防止との併用に
よるヒートアップ防止に役立ち、有益である。そして、最も、大切なことは、ヒートポン
プの連続運転を可能としつつ、重油暖房機、その他の暖房機の稼働時間を少なくし、ＣＯ
２の削減と、このヒートポンプと暖房機の併用で、ハイブリット化を達成することと、ハ
ウスＡに複数段配置されたヒートポンプ及び暖房機の効率化と、ＣＯ２削減を図り、地球
環境と、世界のエネルギー政策に寄与することである。
【００４０】
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　尚、センサ８で、この例では、ヒートポンプの室外機１００の近傍における外気温、又
はヒートポンプの室外機１００の着霜発生の恐れ、排熱の温度等を検知する。また、セン
サ９で、この例では、ハウスＡの内気温の検知を図る。さらに、図示しないが、前述のセ
ンサ８、９以外にセンサを設け、排熱の温度を測ることも可能である。そして、これらの
センサ８、９の作用で、前記ファン７ａ、７ｂ、１００ａを制御する。
【００４１】
　そして、この制御の一例を説明すると、センサ８で外気温が所定温度を検知、例えば、
略５℃～略７℃の温度幅で設定した温度において、略５℃以下を検知→暖房機２を稼働→
煙突２００の排熱温度を検知（又はセンサ８で排熱が、所定温度、例えば、略１０℃以上
を検知）→ファン７ａ、７ｂ及び／又はファン１００ａの稼働→熱交換筒体５のシャッタ
ー６００ａを閉塞、６００ｂを開放→ヒートポンプの室外機１００への暖気供給→ヒート
ポンプの室外機１００の着霜及び／又は結露回避→ヒートポンプの連続運転可能となる。
そして、前記の状態が正常に戻った場合（センサ８で外気温が、略５℃以上を検知）は、
例えば、暖房機２の停止→ファン７ａ、７ｂ及び／又はファン１００ａの稼働等の停止→
シャッター６００ａ、６００ｂの閉塞等の操作を行う。
【００４２】
　尚、センサ９で、ハウスＡ内の温度が、作物に適する所定温度（後述する）より、上昇
した状態を検知→ヒートポンプを稼働→ファン７ａ、７ｂ及び／又はファン１００ａの稼
働→熱交換筒体５のシャッター６００ａ、６００ｂを開放→ヒートポンプの室外機１００
の昇温回避→ヒートポンプの連続運転可能となる。そして、前記の状態が正常に戻った場
合（センサ９でハウスＡ内の温度が、正常値を検知）は、例えば、ヒートポンプ、ファン
７ａ、７ｂ及び／又はファン１００ａの稼働等の停止、シャッター６００ａ、６００ｂの
閉塞等の操作をする。勿論、ハウスＡのビニールの開放と、前述との併用もあり得る。
【００４３】
　また、ハウスＡ内の温度の標準的なもの（適正温度）は、２４時間において、その作物
の生育状況等の要因を考慮して、変更することが望ましく、この温度は、前記制御盤（図
示しない）にインプットする。そして、この温度は、勿論変更できる。そして、ハウスＡ
内の温度が、急激に低下した場合とか、ハウスＡ内の暖房を始める場合は、ヒートポンプ
と暖房機２の併用もあり得ることは、前述の通りである。
【００４４】
　尚、前記センサ８、９で検知した場合に、何れかを優先するか、又は暖房機２・ファン
７ａ及び／又はファン７ｂ・ファン１００ａ・シャッター６００ａ、６００ｂ等の稼働タ
イミング及び／又は時間、並びにハウスＡ内の温度管理等は、主として、現場において、
適宜変更されるとともに、最適な順序と操作等の手順と制御は、制御盤の指令を介して、
採択されることを原則とする。
【００４５】
　そして、図３において、その作物がトマトであった場合において、ハウスＡ内の温度を
、略１８℃程度とし、ハウスＡの近傍における外気温が、略７℃程度の条件下（Ｘ線）で
は、暖房機２を稼働し、第一実施例の暖気生成方法を介して、デフロスト運転（除霜運転
）を図り、このヒートポンプの連続運転を可能とするとともに、ハウスＡ内の温度を、略
１８℃に維持管理する制御方法である。
【００４６】
　次に、図４、図５に示した第二実施例を説明すると、この第二実施例は、ハウスＡ内の
暖房装置を、ヒートポンプの室内機１と、暖房機２を選択的に使用して、燃料の効率化、
かつＣＯ２削減を図る構成としたハウスＡ内の暖房装置で、この暖房機２の煙突２００を
ハウスＡ外に配管する。そして、この第二実施例では、熱交換器１２をハウスＡ内に設け
、この熱交換器１２には吸込配管１２００を設けるとともに、ダクト６を介してヒートポ
ンプの室外機１００と接続する。従って、外気を吸込配管１２００で吸込み、ハウスＡ内
の暖気との熱交換を介して、熱交換器１２を利用し、ヒートポンプの室外機１００を暖め
る構造であり、着霜防止を図りつつ、ヒートポンプの室内機１の連続運転を可能とする。
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尚、熱交換器１２には、吸込み用のファン７ｃを設け、外気吸込口５００に設けたファン
７ｂと併用することで、外気の吸い込みを確実に行うことができる。また、このダクト６
には、一例として、シャッター６００ａと、シャッター６００ｂを設けて、このシャッタ
ー６００ａの閉塞と、シャッター６００ｂの開放を介して、ヒートポンプの室外機１００
への暖気の供給を図り、そして、また、シャッター６００ｂの閉塞と、シャッター６００
ａの開放を介して、外気を導入し、このヒートポンプの室外機１００の冷却を図る。
【００４７】
　そして、この第二実施例の条件と、この条件によるヒートポンプと暖房機２の稼動、セ
ンサ８、９等の動き等は、前述の第一実施例に準ずる。
【００４８】
　続いて、この制御の一例を説明すると、センサ８で外気温が所定温度、例えば、略５℃
～略７℃の温度幅で設定した温度において、略５℃以下を検知→暖房機２を稼働→熱交換
器１２の稼動→熱交換で外気を、暖気に変換→ファン７ａ～７ｃ及び／又はファン１００
ａの稼働→熱交換器１２のシャッター６００ａを閉塞、６００ｂを開放→ヒートポンプの
室外機１００への暖気供給→ヒートポンプの室外機１００の着霜及び／又は結露回避→ヒ
ートポンプの連続運転可能となる。そして、前記の状態が正常に戻った場合（センサ８で
外気温が５℃以上を検知）は、例えば、暖房機２、ファン７ａ～７ｃ及び／又はファン１
００ａの稼働等の停止、シャッター６００ａ、シャッター６００ｂの閉塞等の操作をする
。
【００４９】
　尚、センサ９で、ハウスＡ内の温度が、所定の温度より、上昇した状態、また、所定の
温度より、急激に低下した場合等においては、前述の第一実施例に準ずる。そして、前記
センサ８、９で検知した場合に、何れかを優先するかは、現場において、適宜変更される
とともに、最適な順序が採択されることを原則とする。
【００５０】
　そして、また、図示しないが、ヒートポンプの室外機１００を建屋内に収容する構造も
可能である。
【００５１】
　次に、図７－１は、センサ８、９等を利用した、図１の制御を示したフローチャート、
図４の制御を示したフローチャートを説明すると、図７－１は、開始から始まり、（ＳＴ
－１）において、センサ８が外気温を測定し、所定温度以下、例えば、略５℃～略７℃の
温度幅で設定した温度において、略５℃以下の場合には、（ＳＴ－２）において、暖房機
２が稼動する。また、以上の場合には、終了である。この暖房機２からの排熱は、（ＳＴ
－３）の如く、煙突２００を介して、（ＳＴ－５）の如く、熱交換筒体５に送られるが、
この際に、（ＳＴ－４）において、センサ（図示せず）で排熱を測定し、以上の場合には
、前述の如く、（ＳＴ－５）の如く、熱交換筒体５に送られる。また、以下の場合には、
送風しないか、又は図示しない、手段を介して、暖めるか、又はリターンする。この熱交
換筒体５に送られた暖気は、（ＳＴ－６）の如く、ヒートポンプの室外機１００に送られ
る。そして、（ＳＴ－７）の如く、このヒートポンプの室外機１００をセンサ（図示せず
）で計測し、着霜しない状態を確認した場合は終了し、また、確認できない（着霜があり
得る場合は）、最初に戻る。この終了により、着霜がなくなり、ヒートポンプの連続運転
が図られる。
【００５２】
　図７－２は、開始から始まり、（ＳＴ－１０）において、センサ８が外気温を測定し、
所定温度以下、例えば、略５℃～略７℃の温度幅で設定した温度において、略５℃以下の
場合には、（ＳＴ－２０）において、暖房機２が稼動する。また、以上の場合には、終了
である。この暖房機２でハウスＡ内の室温の上昇と、（ＳＴ－３０）において、熱交換器
１２とを利用し、（ＳＴ－５０）の如く、ダクト６に送られるが、この際に、（ＳＴ－４
０）において、センサ（図示せず）でダクト６の外気の昇温を測定し、以上の場合には、
前述の如く、（ＳＴ－５０）の如く、ダクト６に送られる。また、以下の場合には、送風
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しないか、又は図示しない、手段を介して、暖めるか、又はリターンする。このダクト６
に送られた暖気は、（ＳＴ－６０）の如く、ヒートポンプの室外機１００に送られる。そ
して、（ＳＴ－７０）の如く、このヒートポンプの室外機１００をセンサ（図示せず）で
計測し、着霜しない状態を確認した場合は終了し、また、確認できない（着霜があり得る
場合は）、最初に戻る。この終了により、着霜がなくなり、ヒートポンプの連続運転が図
られる。
【００５３】
　図６に示した第三実施例を説明すると、この第三実施例は、ハウスＡ内の暖房装置を、
ヒートポンプの室内機１と、暖房機２を選択的に使用して、燃料の効率化、かつＣＯ２削
減を図る構成としたハウスＡ内の暖房装置で、ヒートポンプの室内機１の吐出口に、ダク
ト６を設け、このダクト６をヒートポンプの室外機１００まで設ける構造であり、ヒート
ポンプの室内機１の暖気を、ダクト６を介して、ヒートポンプの室外機１００まで順送す
る流れであり、このダクト６には、前記の如く、シャッター６００ａ、６００ｂを設けて
、このシャッター６００ａの閉塞と、シャッター６００ｂの開放を介して、ヒートポンプ
の室外機１００への暖気の供給を図り、そして、また、シャッター６００ｂの閉塞と、シ
ャッター６００ａの開放を介して、外気を導入し、このヒートポンプの室外機１００の冷
却を図る。
【００５４】
　そして、この第三実施例の条件と、この条件によるヒートポンプと暖房機２の稼動、セ
ンサ８、９等の動き等は、前述の第一実施例に準ずる。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】図１は第一実施例であって、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用し、煙突の
排熱を有効利用する構造の模式図
【図２】図２は図１の他の一例を示した模式図
【図３】図３はヒートポンプと、暖房機を選択的に使用する際の条件の一例を示した模式
図
【図４】図４は第二実施例であって、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用し、ハウス
内に設けた熱交換器を有効利用する構造の模式図
【図５】図５は図４の他の一例を示した模式図
【図６】図６は第三実施例であって、ヒートポンプと、暖房機を選択的に使用する際の条
件の一例を示した模式図
【図７－１】図７－１は、センサを利用した、図１の制御を示したフローチャート
【図７－２】図７－２は、センサを利用した、図２の制御を示したフローチャート
【符号の説明】
【００５６】
　　　１　　　　　　　ヒートポンプの室内機
　　　１００　　　　　ヒートポンプの室外機
　　　１００ａ　　　　ファン
　　　２　　　　　　　暖房機
　　　２００　　　　　煙突
　　　５　　　　　　　熱交換筒体
　　　５００　　　　　外気吸込口
　　　６　　　　　　　ダクト
　　　６００ａ　　　　シャッター（ダンパー）
　　　６００ｂ　　　　シャッター（ダンパー）
　　　７　　　　　　　ファン
　　　７ａ　　　　　　ファン
　　　７ｂ　　　　　　ファン
　　　７ｃ　　　　　　ファン
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　　　８　　　　　　　センサ
　　　９　　　　　　　センサ
　　　１２　　　　　　熱交換器
　　　１２００　　　　吸込配管
　　　Ａ　　　　　　　ハウス

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７－１】 【図７－２】
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